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競 馬 番 組 要 綱  
 この要綱は、愛知県競馬組合地方競馬実施条例施行規則（以下「規則」という。) 第１９

条に基づき競馬開催の都度発表する「競馬番組」その他、競馬の開催に必要な事項を定める

ものとする。 
 愛知県競馬組合（以下「愛知県」という。）営の競馬に競走馬を出走させようとする者は、 
本要綱の各条項を確認した上で出走させなければならない。 
 
１１  馬馬のの出出走走回回数数  

  馬の出走は、原則として１開催１出走とする。（愛知県が別に定める開催を除く。） 
 
２２  出出走走資資格格  

 次の項目の条件を満たしていなければ出走することができない。 
（１） 地方競馬全国協会の馬登録を受けたサラブレッド系（以下「サラ系」という。）の

満２歳以上の馬で本要綱の出走条件を満たしている馬。 
（２） 愛知県の名古屋競馬場及び岐阜県地方競馬組合（以下「岐阜県」という。）が貸し

付けた厩舎に在籍し、馬主と調教師間で預託契約が締結され、愛知県競馬組合管理

者（以下「管理者」という。）に届出を終了した馬。また、未出走馬については、４

歳の１２月末までに届出を終了した馬（以下「未出走馬」という。）ただし、交流馬

は別に定める。 
（３） 外国産馬については輸入前競走経験のない馬。 
 
３３  出出走走資資格格のの喪喪失失  

  次の項目に該当した馬は、出走資格を失う。また、愛知県及び岐阜県（以下「東海地

区」という。）で出走資格を失った馬は、以後の成績に関わらず出走できない。 
（１） 馬に起因する出走停止処分が通算３回となった馬。 

ただし、２歳時の処分を含む場合は、通算４回となった馬。 
（２） 発走調教に関する出走停止処分が通算２回となった馬。 

ただし、２歳時の処分を含む場合は、通算３回となった馬。 
（３） 競走調教（能力支障を除く。）に関する出走停止処分が通算２回となった馬。 

ただし、２歳時の処分を含む場合は、通算３回となった馬。 
（４） 疾病再発の恐れのある馬及び馬体に著しく醜状を呈する馬。 
（５） 片目失明した馬。ただし、競走に支障がない馬は除く。 
  

４４  出出走走のの制制限限  

（１） 次の項目の期間が競馬開催初日にかかる場合出走できない。 
ア 地方競馬及び中央競馬の競走において、発走調教若しくは競走調教、健康に関す 
 る出走停止処分を受けた馬は、当該競走施行日の翌日から起算した出走停止期間。 
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イ 地方競馬及び中央競馬の競走において、発走調教再審査及び競走調教再審査とな

った馬は、当該競走施行日の翌日から起算して２０日間。 
ウ 地方競馬及び中央競馬の競走（装鞍から検体採取間）においての、鼻出血発症馬

（外傷性のものを除く。）は、当該競走施行日の翌日から起算して２０日間、初回

の発症日から６か月間内の発症馬は同じく３０日間、２回目以降の発症日から６か

月間内の発症馬は同じく６０日間。 
エ 東海地区の競走においてタイムオーバーとなった馬は、当該競走施行日の翌日か

ら起算して２０日間か､当該開催を除く東海地区の２開催のうち、いずれか日数の少

ない期間、１年以内で２回目以降は、同じく３０日間か３開催のうち、いずれか日

数の少ない期間。 
東海地区以外の地方競馬及び中央競馬の競走において、タイムオーバーとなった

馬（東海地区所属馬が特指競走でタイムオーバーになった馬は除く。）は、当該競走

施行日の翌日から起算して２０日間、１年以内で２回目以降は同じく３０日間。 
オ 東海地区の競走において、馬体故障等で競走を中止した馬は、当該競走施行日の

翌日から起算して２０日間か､当該開催を除く東海地区の２開催のうち、いずれか日

数の少ない期間。 
東海地区以外の地方競馬及び中央競馬の競走において、馬体故障等で競走を中止

した馬は、当該競走施行日の翌日から起算して２０日間。 
カ 休養で名古屋競馬場の厩舎を退厩した馬は、再び入厩した日の翌日から起算して 
１０日間。 

  キ 禁止薬物（禁止期間が５日のものを除く。）の投与を受けた馬で指示事項にて定め

られた期間が経過していない馬。 
（２） 次の項目に該当する馬は出走できない。 

ア 禁止薬物及び規制薬物の影響下にある馬 
イ 地方競馬及び中央競馬の競走に出走し、着順確定後に失格（規則第６６条第１項） 
となり、賞金等を返還しなければならなくなった馬の馬主が、指定する期日までに

これらを返還しないときは、その返還があるまでの間、当該馬主の所有する馬（当

該馬主が持分を有する共有馬を含む。）。 
ウ 民事執行法の規定による差し押さえを受けている馬及び民事保全法の規定による

仮押さえを受けている馬。 
（３） 上記（１）ア（薬物陽性により処分を受けた馬を除く。）については当該競走施行

日の翌日から起算して２０日間、同じくイ及びウについては同じく１０日間以上の

調教期間をおいて、東海地区の馬検査を受験し合格しなければ出走できない。（併せ

て、１年間以上の休養馬については、競技外検査の受検が必要。） 
  

５５  転転入入馬馬（（再再転転入入馬馬をを含含むむ））とと退退厩厩馬馬のの起起算算日日  

（１） 転入馬（再転入馬を含む）の転入起算日は、転入後、出走申込を行い、編成発表された当

該開催の初日を期日とする。 
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（２） 退厩馬の退厩起算日は、愛知県所属馬として最後に出走した競走の翌日とする。 

  

６６  転転入入馬馬  

（１） 転入の条件  
        地方競馬又は中央競馬から愛知県へ転入する馬は、次の各項目の条件を満たし、あ

らかじめ転入馬届［様式１］を提出しなければならない。また、在籍後に欠格事項が

判明した場合は、名古屋競馬場から退厩しなければならない。 
ア ２歳以上で出走経験のある馬。 
イ 地方競馬又は中央競馬の最終出走日後、名古屋競馬場の検疫厩舎に入厩し、検疫

等所定の検査を済ませていること。 
ウ 疾病再発の恐れがなく視力が正常であり、人馬に危害を及ぼす恐れがないこと。 
エ 出走停止処分（調教不十分、健康支障等馬に起因するもの）を受けていないこと。 

  ただし、調教不十分による出走停止処分後、５回出走した馬（岐阜県からの転入馬

で、初出走が東海地区の馬を除く）はこの限りではない。 
（２） 馬検査 

東海地区の馬検査（馬体検査及び能力審査）に合格しなければならない。 
ただし、転入前の最終出走において鼻出血、競走調教再審査及び発走調教再審査

等の措置を受けていない馬は、馬検査を免除する。 
（３） 格付け 

収得賞金額を次表により換算し、転入馬格付け表に当てはめたものを番組賞金額

とする。ただし、岐阜県からの転入馬（岐阜県所属馬として東海地区での出走歴の

ある馬）は、岐阜県在籍時の格及び番組賞金額を引き継ぐものとする。この場合、

岐阜県所属馬として最後に出走した競走以後の賞金調整は行わないものとする。 
   ※※２２００２２３３年年１１２２月月ままででのの名名古古屋屋競競馬馬にに転転入入馬馬ととししてて出出走走すするる場場合合  

換 

算 

率 

競 走 区 分 ２,３,４歳 ５,６歳 ７歳以上 
ＪＲＡの競走 ２５％ ２０％ １５％ 
地方競馬のＧ及びＪｐｎ、ＪＲＡ認定、

南関東の競走 
４０％ ３０％ ２５％ 

上記以外の北海道、兵庫、高知の競走 ８０％ ６０％ ５０％ 
上記以外の地方競馬の競走 １００％ ８０％ ６０％ 

※※２２００２２４４年年１１月月以以降降のの名名古古屋屋競競馬馬にに転転入入馬馬ととししてて出出走走すするる場場合合  

換 

算 

率 

競 走 区 分 ２,３,４歳 ５,６歳 ７歳以上 
ＪＲＡの競走 ３５％ ２５％ ２０％ 
地方競馬のＧ及びＪｐｎ、ＪＲＡ認定、

南関東の競走 
５０％ ４０％ ３０％ 

上記以外の北海道、兵庫、高知の競走 ８０％ ６０％ ５０％ 
上記以外の地方競馬の競走 １００％ ８０％ ６０％ 
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転転入入馬馬格格付付けけ表表  
（※１）中央競馬所属で出走した経歴のある馬は、換算額にⒶを加算した額 

    Ⓐ：2023年 12 月までは２０万円、 
2021年生まれの２歳馬及び 2024年１月以降は４０万円 

２ 歳 （※２：2024年１月以降は３歳） 

換算合計金額（※１） 階 級 番組賞金額 

０万円～  ３６０万円未満 ２歳（※２） 換算合計金額（※１） 

３６０万円以上 一般格 一般を適用 

３ 歳 

換算合計金額（※１） 階 級 番組賞金額 

０万円～  ３３０万円未満 ３歳 換算合計金額（※１） 

３３０万円以上 一般格 一般を適用 

一 般 

換算合計金額（※１） 階 級 番組賞金額 

    ０万円～   ２００万円未満 Ｃ 換算合計金額（※１） 

２００万円～   ３３０万円未満 Ｂ 換算合計金額（※１） 

３３０万円～   ５００万円未満 Ａ ３３０万円 

５００万円～   ８００万円未満 Ａ ４５０万円 

８００万円～ １，５００万円未満 Ａ ６００万円 

１，５００万円～ ２，５００万円未満 Ａ ９００万円 

２，５００万円～ ４，０００万円未満 Ａ １，３００万円 

４，０００万円以上 Ａ ２，０００万円 

  

－ 4 －



5 
 

７７  再再転転入入馬馬のの取取りり扱扱いい  

愛知県在籍馬が地方競馬又は中央競馬に転出した後、愛知県所属馬として出走し

た競走の翌日から起算して６か月未満に再び愛知県に転入する場合は愛知県在籍

馬扱いとする。その際、転出していた期間に他競馬場で収得した賞金を転入馬の収

得賞金の換算表（３ページ）により算出した金額に換算し、転出前の東海地区の番

組賞金に加算後、格付けを行う。ただし、その間の番組賞金調整は行わない。 

 
８８  岐岐阜阜県県所所属属馬馬のの交交流流ににつついいてて  

（１） 本要綱４（出走の制限）に該当する馬は出走できない。 
（２） １競走につき１頭（一括投票をする競走は、その中で１頭）を優先出走馬とする。 

ただし、Ｊｐｎ・ＳＰ競走及び指定された競走はこの限りではない。 
（３） 格付けは、原則として岐阜県の格及び番組賞金をもって行う。 
（４） 未出走馬でも出走が可能。ただし、２歳新馬戦・認定競走には出走できない。（愛

知県が別に定める開催を除く。） 
（５） 岐阜県所属の同一厩舎から、開催に出走申込が可能な頭数は、３３頭以内とする。 
 
９９  馬馬検検査査  

（１） 馬体検査は、入厩検疫検査時に実施する。 
（２） 能力審査 
 ア 未出走馬は、発走調教試験に合格し、競走馬名が決定していなければ東海地区の

能力審査を受験できない。 
  イ 禁止薬物及び規制薬物の影響下にある馬の能力審査は無効とする。また、能力審

査の合格馬で理化学検査の結果、陽性となった馬は、合格を無効とする。 
ウ 階級別（転入馬を含む。）の能力審査合格タイムは次表とする。 
エ 発走調教試験に合格した２歳馬は４月以降に愛知県が実施する能力審査から受験

可能とする。 
階  級 距  離 合 格 タ イ ム 

２ 歳 ・ ３ 歳 ９ ０ ０ ｍ １．０８．０以内 
Ｃ 級 ９ ０ ０ ｍ １．０６．５以内 
Ｂ 級 ９ ０ ０ ｍ １．０６．０以内 
Ａ 級 ９ ０ ０ ｍ １．０５．５以内 

 
1100  タタイイムムオオーーババーーににつついいてて  

（１） 一般格の競走については５着馬から４.１秒以上のタイム差の馬を、２歳格・３歳

格の競走については５着馬から５.１秒以上のタイム差の馬をタイムオーバーとする。 
（２） 次に掲げる競走または馬はタイムオーバーの対象としない。 

[競走] Ｊｐｎ、ＳＰ、Ｐ、ＪＲＡ認定、新馬戦、指定交流、記者選抜、騎手交流、

騎手選抜、特別、選抜及び愛知県が別に定める競走。 
[馬]  初出走馬及び初出走が東海地区の２歳馬で初距離の競走に出走した馬。 
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1111  番番組組編編成成ににつついいてて  

（１） 番組賞金額による編成 
ア 出走馬の収得した賞金（１着から５着まで）に基づき番組賞金額を定め、番組賞

金額の順位により出走馬の編成を行う。 
なお、番組編成委員が別途定める場合がある。 

  イ 確定後の失格により着順が変更になった馬についての着順・賞金等の成績は訂正

するが、番組編成に係る格付け及び番組賞金額については当該競走で当初確定した

着順をもって行う。 
    ただし、次開催より訂正した着順をもって行う。 
  ウ 出走申込の結果、各クラス８頭未満（新馬戦については５頭未満）となった場合

はそのクラスの競走は編成しない。 
（２） 番組賞金の算定（東海地区統一） 

次表により算出された合計額を番組賞金額とする。 
 競 走 区 分 換算率 

東海地区 

Ｊｐｎ競走 ３０％ 

認定競走（ネクストスターを含む） ４０％ 

２歳・３歳のＳＰ競走、Ｐ競走 ５０％ 

新馬戦、古馬のＳＰ競走 ６０％ 

上記以外の競走 １００％ 

他地区 
Ｊｐｎ（Ｇ）競走 ３０％ 

上記以外の交流競走 ５０％ 

ＪＲＡ 全ての交流競走 ３０％ 

    ※岐阜県のＳＰ競走及びＰ競走で、岐阜県のＡ級１組の賞金額と同額の加算額と 
するものについては、愛知県所属馬も準用する。 

 
なお、番組賞金額が同額の場合は、下表により順位を定める。 
順位 区  分 上 位 馬 
１ 馬齢の差異 馬齢の低い馬 
２ 所属の差異 岐阜県所属馬 
３ 出走回数の差異 名古屋での出走回数が少ない馬（※） 
４ 誕生日の差異 誕生日の遅い馬 
５ 性の差異 牡馬（せん馬含む） 

（※）出走回数は最新の転入後の数とする。 
（３） 格付け   

格付けは次表とする。 
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階階級級別別のの番番組組賞賞金金（（東東海海地地区区統統一一））  

階 級 番組賞金額 

２ 歳 
（2024年１月以降３歳） 

３６０万円未満 

３ 歳 ３３０万円未満 

Ｃ 級     ０円～２００万円未満 

Ｂ 級 ２００万円～３３０万円未満 

Ａ 級 ３３０万円以上 

 
（４） 東海地区の３歳格競走は９月までとする。 
（５） ２歳新馬戦の実施は１０月上旬までとする。 
（６） ２歳格馬・３歳格馬の一般格への編入について 

２歳格・３歳格の上限番組賞金額に達した馬は、下表による番組賞金控除を行い、 
一般格へ編入する。 

 馬齢（生産年） 控 除 額 

初出走が 
東海地区の馬 

３歳（2020年） １５０万円 

２歳（2021年） １６０万円 

地方競馬所属での 
出走歴のみの転入馬 

３歳（2020年） ６０万円 

２歳（2021年） ８０万円 

ＪＲＡ所属での 
出走歴のある転入馬 

３歳（2020年） ２０万円 

２歳（2021年） ４０万円 

    
３歳の９月末に一般格への一斉編入を行う際は、下表による番組賞金控除を行うが、

転入馬については転入後９月末までに東海地区で出走した馬及び愛知県在籍馬扱いと

なる再転入馬に対してのみ控除を行う。 
 控 除 額 

初出走が 
東海地区の馬 

番組賞金額の７５％の額 
（控除限度額１５０万円） 

地方競馬所属での 
出走歴のみの転入馬 

番組賞金額の３０％の額 
（控除限度額６０万円） 

ＪＲＡ所属での 
出走歴のある転入馬 

番組賞金額の１５％の額 
（控除限度額２０万円） 
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（７） 番組賞金額の調整（控除） 
  ア 番組賞金額の調整は、愛知県所属馬として地方競馬及び中央競馬の競走に出走し

たＡ・Ｂ・Ｃ級の馬に対して行う。 
    （最終出走時の階級が２歳格または３歳格の馬は調整の対象としない） 
  イ 番組賞金額の調整は、年４回（６月末、９月末、１２月末、３月末）実施する。 
  ウ 番組賞金額の調整額は２５％とする。 

（ア）調整期間内に得た番組賞金額が調整額以内の馬は、その差額（調整額―収得番

組賞金額）を控除する。 
（イ）調整期間内に得た番組賞金額が調整額を超えた馬は控除しない。 
（ウ）調整期間内の勝馬は控除しない。 
（エ）調整期間内に２歳・３歳格で得た番組賞金額及び勝利については反映させない。 
（オ）調整期間内の転入馬については、転入前の成績を考慮しない。 

（８） Ｊｐｎ競走、ＳＰ競走及び指定された競走について 
  ア 出走条件等については、別冊「グレード及びＳＰ競走等競馬番組」並びに各競走

の実施要綱及び実施細目にて発表する。 
  イ Ｊｐｎ競走及びＳＰ競走は希望申込があった馬及び、番組編成委員が選定した成

績上位馬の中から編成する。 
  ウ 同競走の直下の競走に補欠馬として選定された馬を編成する場合がある。 
（９） 下級馬挑戦（格上挑戦） 

ア 下表に基づき、成績を考慮して番組編成委員が選定する。 
競 走 区 分 挑戦できる馬 

Ｊｐｎ競走・ＳＰ競走 資格条件を満たす全ての馬 
ＪＲＡ交流（１勝クラス） Ａ級３組以下及びＢ・Ｃ級の馬 
ＪＲＡ交流（３歳未勝利） ３歳格２組以下の馬 
Ａ級１組（古馬最上位競走がＡ級２組

の開催はその競走） 
各クラス全ての馬 

その他のＡ級特別 当該組以下のＡ級馬及びＢ・Ｃ級の馬 
Ｂ級１組 Ｂ級及びＣ級の馬 

Ｃ級１組・３歳１組 各クラスの馬 

イ 東海ダービー競走については、格上挑戦を認めない。 
ウ 格上挑戦を希望するときは、出走申込みの際、申込用紙に明記すること。 

（10） 負担重量について 
  ア 定義 

(ア)  定量とは馬の年齢及び性により定めるものをいう。 
(イ)  別定重量とは、馬の年齢、性、クラス、賞金額その他競馬番組等に定める事

項に基づき算出するものをいう。 
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(ウ)  ハンデキャップとは競走成績等を勘案し、番組編成委員が負担すべき重量を

決定するものをいう。 
イ 定量に区分される競走 

競 走 区 分 牡・セン 牝 

２ 歳 競 走 ５５kg ５４kg 

３歳以上一般競走       
（２歳馬は 1㎏減） 

５６kg ５４kg 

※認定競走の勝馬が、同競走（ネクストスターを除く。）に出走する場合は、１㎏加増す

る。 
 
※３歳１組、Ｃ級１組及びＢ級１組の負担重量について、次表に定める前走競走（愛知

県が実施した前４開催の範囲内のもの）の勝利馬は１㎏加増する。（次回２着以下の場

合は定量とする。）また、次表以外の競走で番組編成委員が必要と認める競走について

は、１㎏加増する。 

今回の競走 前走の競走 

３歳１組 SP、Ｐ、他地区で実施の交流競走、３歳１組 

Ｃ級１組 
SP、Ｐ、他地区で実施の交流競走、Ａ級特別、１勝クラスＪＲＡ 
交流競走、Ｂ級１組、Ｃ級１組 

Ｂ級１組 
SP、Ｐ（３歳・Ｃ級のものを除く）、他地区で実施の交流競走、 
Ａ級特別（Ｂ級との混合戦を除く）、１勝クラスＪＲＡ交流競走、 
Ｂ級１組 

 
ＪＲＡ交流競走（１勝クラス）            ＪＲＡ交流競走（３歳未勝利戦） 
 牡・セン 牝   牡・セン 牝 

３歳 ５５kg ５３kg ３歳 ５６kg ５４kg 

４歳以上 ５７kg ５５kg   

 
ウ 別定重量に区分される競走〔次表以外の競走（Ｊｐｎ競走、ＳＰ競走等）〕はその都

度、要綱・細目にて発表する。また、クラス混合競走については、その都度の番組発

表時において行う。 
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ＡＡ級級１１組組競競走走のの定定量量（（番番組組賞賞金金額額にによよるる負負担担重重量量）） 
番 組 賞 金 額 牡・セン 牝 

         ６００万円未満 ５４㎏ ５３㎏ 

６００万円 ～  ９００万円未満 ５５㎏ ５４㎏ 

 ９００万円 ～ １，３００万円未満 ５６㎏ ５５㎏ 
１，３００万円 ～ ２，０００万円未満 ５７㎏ ５６㎏ 
２，０００万円以上 ５８㎏ ５７㎏ 

※２歳馬は１kg減ずる。 
※前走Ｊｐｎ・ＳＰ競走及び他地区のオープン競走（２歳、３歳の競走を除く）、Ａ１組

競走で勝った馬は上表に定める重量に０．５kg 加増する。ただし、加増後の負担重量の

上限は牡（セン含む）５８kg、牝５７kg とする。（次回２着以下の場合は定量とする。）

（本項は愛知県が実施した前４開催の範囲を超えないものとする。） 
 
古古馬馬最最上上位位競競走走ととななるる場場合合ののＡＡ級級２２組組競競走走のの定定量量（（番番組組賞賞金金額額にによよるる負負担担重重量量））  

番 組 賞 金 額 牡・セン  牝  

       ５００万円未満  ５５㎏ ５３㎏ 

５００万円 ～ ７００万円未満  ５６㎏ ５４㎏ 

７００万円 ～１，０００万円未満  ５７㎏ ５５㎏ 

１，０００万円以上 ５８㎏ ５６㎏ 

※２歳馬は１kg減ずる。 
 

1122  出出走走投投票票  

（１） 競走の出走可能頭数は１２頭以内とする。ただし、ＪＲＡ条件交流競走及び競走

距離が９００ｍの競走は、１０頭以内とする。なお、出走投票の結果、出走可能頭数

を超えた場合は、原則として次表により出走制限馬を決定する。ただし、Ｊｐｎ・ 
ＳＰ競走等は、出走制限の区分は適用しない。また、出走制限馬の賞典の取扱いは 
抽休馬とする。 

出走制限馬の順位 区      分 
１ 岐阜県所属馬で優先出走馬（１頭）以外の馬 

抽選による出走制限 
上記の区分による馬及び出走制限の対象とならない

馬を除き、抽選により決定する 
※出走制限馬については、対象となった競走の翌日から１年間は出走制限の対象外とする。

但し愛知県所属馬にかぎる。 
 編成馬が出走制限の対象外となる馬しかいない場合は、前回対象となった開催が早い馬

から出走制限の対象とする。 
（２） 出走投票の結果、出走馬が４頭以下になった場合は競走を取り止める。 
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（３） 同一日に２競走以上一括編成した競走は、一括投票し分割することがある。 
（４） 出走投票の結果によって出走馬の移動並びに競走の順序を変更することがある。 
（５） 出走投票日から当該競走日までの間に他の競馬に出走する馬を出走投票してはな

らない。また、出走投票を行なった馬は当該期間内の他の競馬に出走してはならな

い。 
 

1133  騎騎手手ににつついいてて  

（１） 競走で騎乗する時は、保護ベストを着用すること。（保護ベストの重量を１.０㎏と

する。） 
（２） 同一騎手の 1 日の連続騎乗回数は、６回以内とする。ただし、開催執務委員長又

は番組編成委員がやむを得ないと認めたとき及び出走投票の結果、競走の順序を変更

した場合はこの限りではない。 
（３） Ｊｐｎ・ＳＰ・Ｐ競走、騎手交流競走及び番組編成委員が別に定める競走を除く

競走に減量騎手が騎乗する場合の負担重量は次表とする。 

（４） 減量の変更はその条件に達した日が属する開催の次の東海地区開催（岐阜県の、

編成が２回ある開催の後半を含む。）から行う。ただし、既に出走馬の確定済の競走

が属する開催は除くものとする。 
（５） 新人騎手の減量解除について 
   ア 初騎乗後、２年を経過した騎手は、減量を自ら解除することができる。 
   イ 減量解除の申請を行う騎手は、当該競馬の騎乗申込日までに申請書を管理者に

提出しなければならない。 
   ウ 減量解除後の再適用は認めない。 
（６） 他地区地方競馬騎手の取扱いについては、別途要綱で定める。 

 
1144  蹄蹄鉄鉄ににつついいてて  

（１）蹄鉄は別表１「競走に使用できる許可蹄鉄」に定めた蹄鉄及び競走馬の所属場の主

催者が使用を認めた蹄鉄とする。 

（２）（１）以外の蹄鉄については、その都度、馬場管理委員が協議し決定する。 

（３）跣蹄(はだし)の出走は認めない。ただし、装鞍所集合以降再装備不能な場合は、こ

の限りではない。 

  

 
騎手免許取得後５年未満の騎手 騎手免許取得後５年以上また

は１０１勝以上の騎手 ３０勝以下 ３１勝～５０勝 ５１勝～１００勝 

男性 ▲３Ｋｇ減量 △２Ｋｇ減量 ☆１Ｋｇ減量 減量なし 

女性 ★４Ｋｇ減量 ▲３Ｋｇ減量 ◇２Ｋｇ減量 
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1155  馬馬装装具具ににつついいてて  

（１）馬装具は、別紙２「競走用馬装具の許可一覧表」のとおり。 

（２）「競走用馬装具の許可一覧表」の項目にない馬装具の使用については、あらかじめ馬

場管理委員に届出て、使用許可を受けなければならない。 

  

1166  そそのの他他  

（１）年度途中においても番組要綱を変更することがある。なお、変更については名古屋

競馬公式サイト内で更新する。 

（２）そのほか定めのないものの取扱いは、その都度愛知県が決定する。 
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月　日 曜日 競　　走　　名 格　付 条　件
１着賞金

（万円）

距　離

（ｍ）

4月11日 火
日刊スポーツ杯

第63回東海桜花賞
ＳＰⅠ ４歳以上 900 1500

4月20日 木
豊明市長賞

第29回東海クイーンカップ
ＳＰⅠ ３歳牝馬 600 1700

5月2日 火
農林水産大臣賞典

第25回かきつばた記念
ＪｐｎⅢ ４歳以上 2800 1500

5月3日 祝水
中日スポーツ杯

第62回駿蹄賞
ＳＰⅠ ３歳 700 2000

5月16日 火
ｅ プリントサービス賞

あすなろ杯
Ｐ Ｂ級以下 150 1700

5月19日 金
競馬エース賞

湾岸スターカップ
Ｐ ４歳以上 300 2100

5月31日 水
愛知県知事杯

第53回東海ダービー
ＳＰⅠ ３歳 1000 2100

6月15日 木
中京スポーツ杯

第29回トリトン争覇
ＳＰⅡ ３歳以上 500 1700

7月17日 祝月
創刊75周年記念スポーツニッポン賞

第27回名港盃
ＳＰⅡ ３歳以上 500 2000

8月8日 火
日本トーター賞

けやき杯
Ｐ ３歳 200 1700

8月22日 火
スポーツ報知杯

第4回ベイスプリント
ＳＰⅡ ３歳以上 500 920

8月24日 木
競馬東海賞

若駒盃
Ｐ ２歳 180 1500

9月5日 火
中京スポーツ杯

第17回秋桜賞
ＳＰⅠ ３歳以上牝馬 700 1700

9月22日 金
サンケイスポーツ杯

第34回秋の鞍
ＳＰⅠ ３歳 800 1500

10月5日 木
日刊スポーツ杯

第41回ゴールド争覇
ＳＰⅠ ３歳以上 800 1500

10月31日 火 第1回ネクストスター名古屋 ２歳 1000 1500

11月16日 木
愛知県知事杯

第64回東海菊花賞
ＳＰⅠ ３歳以上 900 2100

11月28日 火
中日スポーツ杯

第62回ゴールドウィング賞
ＳＰⅠ ２歳 600 1700

12月21日 木
農林水産大臣賞典

第23回名古屋グランプリ
ＪｐｎⅡ ３歳以上 3800 2100

1月1日 祝月
弥富市長杯

第2回弥富記念
Ｐ ３歳 250 1500

1月2日 火 新春盃 Ｐ Ｂ級以下 150 2000

1月3日 水 尾張名古屋杯 Ｐ Ｃ級 120 1500

1月4日 木
名古屋市長杯

第27回名古屋記念
ＳＰⅠ ４歳以上 700 1500

1月16日 火
スポーツ報知賞

第26回新春ペガサスカップ
ＳＰⅠ ３歳 600 1700

1月31日 水
新冠町長杯

梅桜賞
Ｐ ３歳牝馬 200 1700

2月1日 木
東海農政局長賞

第25回梅見月杯
ＳＰⅠ ４歳以上 900 1500

2月15日 木
創刊75周年記念スポーツニッポン賞

第49回スプリングカップ
ＳＰⅠ ３歳 700 1700

2月27日 火
名古屋競馬株式会社賞

第8回中京ペガスターカップ
Ｐ ３歳 250 1700

2月29日 木
中日新聞杯

第26回かきつばた記念
ＪｐｎⅢ ４歳以上 2800 1500

3月14日 木
サンケイスポーツ杯

第22回若草賞土古記念
ＳＰⅠ ４歳以上牝馬 700 1500

3月28日 木 第1回ネクストスター中日本 ３歳 1200 1500

ＪＲＡ・地方交流、ＪＲＡ５頭、他地区４頭以内

西日本地区（北陸・東海・近畿・四国・九州）

交流、他地区５頭以内

東海地区重賞 ・地区デビュー馬

駿蹄賞トライアル

東海地区重賞

北陸・東海チャンピオンシップ2023

北陸・東海交流、北陸地区４頭以内

JRA・地方交流、JRA５頭・他地区３頭以内

重賞級認定、北陸・東海交流、

北陸地区４頭以内

名古屋所属・名古屋デビュー馬限定

東海地区重賞

全国地方交流、他地区５頭以内(ＧＤＪ）

東海地区重賞

全国地方交流、他地区５頭以内

かきつばた記念トライアル

全国地方交流、他地区５頭以内

楠賞指定競走

西日本地区（北陸・東海・近畿・四国・九州）

交流、他地区５頭以内

重賞級認定・名古屋所属馬限定

全国地方交流、他地区５頭以内

名古屋グランプリトライアル

全国地方交流、他地区５頭以内（ＧＤＪ）

名古屋所属・名古屋デビュー馬限定

東海地区準重賞

東海地区重賞(未来優駿 ）

全国地方交流、他地区５頭以内(ＧＤＪ）

JRA・地方交流、JRA５頭・他地区３頭以内

東海地区重賞

東海ダービートライアル

令令和和５５年年度度（（22002233年年度度））名名古古屋屋競競馬馬重重賞賞競競走走等等予予定定

備　　　　　　　　　　　　　考

全国地方交流、他地区５頭以内

かきつばた記念トライアル

東海地区重賞(ダービーシリーズ ）

東海地区重賞

東海地区準重賞



(1)

(2)

(3)

出走停止処分および出走制限措置は、受けていない。

　発走調教　　　・　　　競走調教　　　・　　　その他

出走停止処分を受けている。

次の出走制限措置を受けている。

　　　　様式  １

転転　　  入入　　  馬馬　　  届届　　

14

愛 知 県 競 馬 組 合　 様

調教師氏名

３．その他

詳細については、名古屋競馬番組要綱「転入の条件」による。

　発走調教再審査　　　・　　　競走調教再審査　　　・　　　鼻出血　　　・　　　その他

　 現在、　　　          　　競馬に所属している　　　　        　　　　　　　　　号(　　　　　歳)は番組要綱に定める

転入条件を満たしておりますので名古屋競馬への転入を届出いたします。なお、当該馬の内容について、

下記のとおり申告いたします。

   　　 年 　 　月　　　 日

記

２．転入前の最終出走競走においての状況は、下記のとおりです。

１．名古屋競馬場の、検疫等所定の検査を済ませている。
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別別表表　　１１

22002233年年44月月11日日現現在在

　　　　　　競競走走にに使使用用ででききるる許許可可蹄蹄鉄鉄

        競競走走にに使使用用ででききるる蹄蹄鉄鉄はは以以下下ののももののととしし、、釘釘頭頭がが蹄蹄負負面面かからら突突出出ししたたもものの及及びび

　　競競走走能能力力にに著著ししくく影影響響をを及及ぼぼすすとと認認めめらられれるるももののににつついいててはは、、ここれれをを認認めめなないい。。

１１．．尋尋常常蹄蹄鉄鉄（（鉄鉄製製））

２２．．競競走走ニニュューームム蹄蹄鉄鉄

番番　　号号 会会  社社  名名 国国　　　　名名 製製　　　　品品　　　　名名

11 田田　　代代 日日　　本本 通通常常ニニュューームム

22 田田　　代代 日日　　本本 ススチチーールルヘヘッッドド

33 田田　　代代 日日　　本本 ススチチーールルヘヘッッドドエエッッジジ

44 田田　　代代 日日　　本本 ススチチーールルラライインン

55 田田　　代代 日日　　本本 ススチチーールルラライインンエエッッジジ

66 タタイイワワ 日日　　本本 ＮＮＣＣ（（平平ニニュューームム））

77 タタイイワワ 日日　　本本 ＴＴＮＮＡＡ

88 タタイイワワ 日日　　本本 ＴＴＮＮ（（左左・・右右））

99 タタイイワワ 日日　　本本 ＳＳＲＲＮＮ（（鋼鋼片片埋埋めめ込込みみタタイイププ））

３３．．芝芝切切蹄蹄鉄鉄（（芝芝馬馬場場競競走走にに限限るる））

４４．．緩緩衝衝材材挿挿入入蹄蹄鉄鉄

番番　　号号 会会  社社  名名 国国　　　　名名 製製品品名名

11 田田　　代代 日日　　本本 ハハイイベベスストト

22 田田　　代代 日日　　本本 ススーーパパーーハハイイベベスストト

33 タタイイワワ 日日　　本本 ＣＣＳＳ（（ククッッシショョンンソソーールル））

５５．．兼兼用用蹄蹄鉄鉄（（埋埋めめ込込みみ鋼鋼片片のの突突出出はは２２ミミリリままででととすするる））

兼兼用用蹄蹄鉄鉄ととはは、、装装着着時時のの出出来来上上ががりりににおおいいてて以以下下のの形形状状ののももののをを原原則則ととすするる。。

　　①①厚厚ささ　　９９ミミリリ以以下下

　　②②最最大大部部分分のの幅幅２２２２ミミリリ以以下下

　　③③重重ささ１１２２５５ググララムム以以下下

（（11））　　ＪＪＲＲＡＡでで認認定定さされれてていいるるもものの

番番　　号号 会会  社社  名名 国国　　　　名名 製製　　　　品品　　　　名名

11 トトリリニニテティィ 米米　　国国 トトリリププルルククララウウンン

22 エエタタブブルル ﾌﾌﾗﾗﾝﾝｽｽ ﾌﾌﾗﾗﾝﾝｽｽ製製ﾆﾆｳｳﾑﾑ蹄蹄鉄鉄

33 ササララブブレレッッドド 米米　　国国 ククイインンズズププレレーートト((ｽｽﾀﾀﾝﾝﾀﾀﾞ゙ｰーﾄﾄﾞ゙))

44 ササララブブレレッッドド 米米　　国国 ｸｸｲｲﾝﾝｽｽﾞ゙ﾌﾌﾟ゚ﾚﾚｰーﾄﾄ鉄鉄唇唇付付

55 ササララブブレレッッドド 米米　　国国 ｸｸｲｲﾝﾝｽｽﾞ゙ﾌﾌﾟ゚ﾚﾚｰーﾄﾄ鉄鉄唇唇付付鋼鋼片片無無

66 ササララブブレレッッドド 米米　　国国 ｸｸｲｲﾝﾝｽｽﾞ゙ﾌﾌﾟ゚ﾚﾚｰーﾄﾄ鉄鉄唇唇付付ﾗﾗﾊﾊﾞ゙ｰー付付

77 ササララブブレレッッドド 米米　　国国 ｸｸｲｲﾝﾝｽｽﾞ゙ﾌﾌﾟ゚ﾚﾚｰーﾄﾄ鉄鉄唇唇付付ﾗﾗﾊﾊﾞ゙ｰー付付鋼鋼片片無無

88 ビビククトトリリーー 米米　　国国 ＡＡＣＣ

99 ビビククトトリリーー 米米　　国国 ＥＥＣＣ

1100 ビビククトトリリーー 米米　　国国 ＥＥＣＣＣＣ((EECCﾗﾗﾊﾊﾞ゙ｰー付付きき））

1111 タタイイワワ 日日　　本本 ＲＲＳＳ（（ススタタンンダダーードドタタイイププ））

1122 タタイイワワ 日日　　本本 ＮＮＲＲＳＳ（（鋼鋼片片無無））

1133 タタイイワワ 日日　　本本 ＲＲＳＳＣＣ（（ﾗﾗﾊﾊﾞ゙ｰー付付きき））

1144 タタイイワワ 日日　　本本 ＮＮＲＲＳＳＣＣ（（ﾗﾗﾊﾊﾞ゙ｰー付付きき鋼鋼片片無無））

1155 タタイイワワ 日日　　本本 ＲＲＳＳＫＫ（（厚厚尾尾タタイイププ））

1166 タタイイワワ 日日　　本本 ＮＮＲＲＳＳＫＫ（（厚厚尾尾鋼鋼片片無無））

1177 タタイイワワ 日日　　本本 ＴＴＲＲＳＳ（（ﾄﾄｳｳｼｼｭｭｰーｽｽﾞ゙ﾀﾀｲｲﾌﾌﾟ゚・・鋼鋼片片22ﾐﾐﾘﾘ高高いい））

－ 15 －



1188 タタイイワワ 日日　　本本 ＯＯＲＲＳＳ（（ｱｱｳｳﾀﾀｰーﾘﾘﾑﾑﾀﾀｲｲﾌﾌﾟ゚））

1199 タタイイワワ 日日　　本本 ＴＴOOＲＲＳＳ（（OORRSSのの鋼鋼片片22ﾐﾐﾘﾘ高高いい））

2200 タタイイワワ 日日　　本本 ＮＮＥＥＵＵ（（旧旧ﾌﾌﾗﾗﾝﾝｽｽﾀﾀｲｲﾌﾌﾟ゚鋼鋼片片無無））((FFRRSS))

2211 タタイイワワ 日日　　本本 ＺＺＲＲＳＳ（（全全周周にに溝溝・・鋼鋼片片がが通通常常よよりり長長いい））

2222 タタイイワワ 日日　　本本 ＲＲＳＳＺＺ（（ＺＺＲＲＳＳのの後後継継タタイイププ））

2233 タタイイワワ 日日　　本本 ＡＡＲＲＳＳ（（外外側側全全周周にに溝溝））

2244 タタイイワワ 日日　　本本 ＶＶＲＲＳＳ（（全全周周にに溝溝・・幅幅がが狭狭いいﾀﾀｲｲﾌﾌﾟ゚））

2255 タタイイワワ 日日　　本本 ＲＲＳＳＶＶ（（ＶＶＲＲＳＳのの後後継継ﾀﾀｲｲﾌﾌﾟ゚））

2266 タタイイワワ 日日　　本本 ＲＲＳＳＷＷ（（RRSSよよりり幅幅がが広広いいﾀﾀｲｲﾌﾌﾟ゚））

2277 タタイイワワ 日日　　本本 ＮＮＲＲＳＳＷＷ（（RRSSWWﾀﾀｲｲﾌﾌﾟ゚鋼鋼片片無無））

2288 タタイイワワ 日日　　本本 ＲＲＳＳＷＷＣＣ（（RRSSWWﾀﾀｲｲﾌﾌﾟ゚ﾗﾗﾊﾊﾞ゙ｰー付付））

2299 タタイイワワ 日日　　本本 ＮＮＲＲＳＳＷＷＣＣ（（RRSSWWﾀﾀｲｲﾌﾌﾟ゚ﾗﾗﾊﾊﾞ゙ｰー付付鋼鋼片片無無））

3300 タタイイワワ 日日　　本本 ＥＥＵＵ（（EECCﾀﾀｲｲﾌﾌﾟ゚鉄鉄唇唇付付））

3311 タタイイワワ 日日　　本本 ＥＥＵＵＣＣ（（EEUUﾀﾀｲｲﾌﾌﾟ゚ﾗﾗﾊﾊﾞ゙ｰー付付））

3322 タタイイワワ 日日　　本本 ＴＴＥＥＵＵ（（EEUUののﾄﾄｳｳｼｼｭｭｰーｽｽﾞ゙ﾀﾀｲｲﾌﾌﾟ゚））

3333 タタイイワワ 日日　　本本 ＲＲＳＳＶＶＣＣ（（RRSSWWﾀﾀｲｲﾌﾌﾟ゚ﾗﾗﾊﾊﾞ゙ｰー付付））

3344 タタイイワワ 日日　　本本 ＴＴＲＲＳＳＶＶ（（RRSSVVﾄﾄｳｳｼｼｭｭｰーｽｽﾞ゙ﾀﾀｲｲﾌﾌﾟ゚・・鋼鋼片片22ﾐﾐﾘﾘ高高いい））

3355 タタイイワワ 日日　　本本 ＲＲＳＳＭＭ((RRSSタタイイププののVV字字型型溝溝タタイイププ))

3366 タタイイワワ 日日　　本本 ＲＲＳＳＯＯ（（鉄鉄頭頭部部外外縁縁のの傾傾斜斜をを除除いいたたタタイイププ））

3377 タタイイワワ 日日　　本本 ３３ＲＲＳＳＺＺ（（RRSSZZのの側側鉄鉄唇唇付付きき））

3388 タタイイワワ 日日　　本本 ＲＲＳＳＥＥ（（トトララデディィシショョナナルルタタイイププ））

3399 尾尾　　形形 日日　　本本 ＳＳＯＯ（（ｽｽﾀﾀﾝﾝﾀﾀﾞ゙ｰーﾄﾄﾞ゙ﾀﾀｲｲﾌﾌﾟ゚））

4400 尾尾　　形形 日日　　本本 ＨＨＳＳＯＯ（（ｽｽﾀﾀﾝﾝﾀﾀﾞ゙ｰーﾄﾄﾞ゙ﾀﾀｲｲﾌﾌﾟ゚・・ﾎﾎｯｯﾌﾌﾟ゚ｽｽﾀﾀｰー））

4411 尾尾　　形形 日日　　本本 ＮＮＳＳＯＯ（（SSOOﾀﾀｲｲﾌﾌﾟ゚鋼鋼片片無無））

4422 尾尾　　形形 日日　　本本 ＫＫＯＯ（（SSOO厚厚尾尾ﾀﾀｲｲﾌﾌﾟ゚））

4433 尾尾　　形形 日日　　本本 ＴＴＳＳＯＯ（（SSOOﾄﾄｳｳｼｼｭｭｰーｽｽﾞ゙ﾀﾀｲｲﾌﾌﾟ゚））

4444 尾尾　　形形 日日　　本本 ＺＺOO（（全全周周にに溝溝・・外外側側全全周周にに鋼鋼片片有有りり））

4455 尾尾　　形形 日日　　本本 ３３ＺＺＯＯ（（ZZOOﾀﾀｲｲﾌﾌﾟ゚側側鉄鉄唇唇付付））

4466 尾尾　　形形 日日　　本本 ＮＮＺＺＯＯ（（ZZOOﾀﾀｲｲﾌﾌﾟ゚鋼鋼片片無無））

4477 尾尾　　形形 日日　　本本 ＩＩＺＺＯＯ（（全全周周にに溝溝・・内内側側全全周周にに鋼鋼片片有有りり））

4488 尾尾　　形形 日日　　本本 ＨＨＯＯ（（外外側側全全周周内内部部にに鋼鋼管管をを挿挿入入ﾀﾀｲｲﾌﾌﾟ゚））

4499 尾尾　　形形 日日　　本本 ＰＰＷＷＯＯ（（ｽｽﾀﾀﾝﾝﾀﾀﾞ゙ｰーﾄﾄﾞ゙ﾀﾀｲｲﾌﾌﾟ゚））

5500 尾尾　　形形 日日　　本本 ＰＰＺＺＯＯ（（ｽｽﾀﾀﾝﾝﾀﾀﾞ゙ｰーﾄﾄﾞ゙ﾀﾀｲｲﾌﾌﾟ゚））

5511 尾尾　　形形 日日　　本本 ＰＰＺＺ３３（（PPZZOOﾀﾀｲｲﾌﾌﾟ゚側側鉄鉄唇唇付付））

5522 尾尾　　形形 日日　　本本 ＰＰＳＳＯＯ（（ｽｽﾀﾀﾝﾝﾀﾀﾞ゙ｰーﾄﾄﾞ゙ﾀﾀｲｲﾌﾌﾟ゚））

5533 尾尾　　形形 日日　　本本 ＰＰＷＷＣＣ（（PPWWOOﾗﾗﾊﾊﾞ゙ｰーﾀﾀｲｲﾌﾌﾟ゚））

5544 尾尾　　形形 日日　　本本 ＷＷＳＳＯＯ（（ｽｽﾀﾀﾝﾝﾀﾀﾞ゙ｰーﾄﾄﾞ゙ﾀﾀｲｲﾌﾌﾟ゚））

5555 高高　　月月 日日　　本本 ＴＴＡＡＳＳ（（ｽｽﾀﾀﾝﾝﾀﾀﾞ゙ｰーﾄﾄﾞ゙ﾀﾀｲｲﾌﾌﾟ゚））

5566 高高　　月月 日日　　本本 ＴＴＡＡＡＡ（（TTAASSﾀﾀｲｲﾌﾌﾟ゚鋼鋼片片無無））

5577 今今　　井井 日日　　本本 キキンンググススププレレーートト((３３号号かからら８８号号・・前前後後肢肢））

5588 エエフフ・・エエムム・・オオーー 日日　　本本 FFZZOO

5599 エエフフ・・エエムム・・オオーー 日日　　本本 ３３FFZZOO

（（22））　　ＪＪＲＲＡＡでで未未認認定定ののもものの

番番　　号号 会会  社社  名名 国国　　　　名名 製製　　　　品品　　　　名名

11 タタイイワワ 日日　　本本 ＳＳＲＲＳＳ（（ＴＴ製製全全溝溝））

22 タタイイワワ 日日　　本本 ＵＵＲＲＳＳ（（ｽｽﾀﾀﾝﾝﾀﾀﾞ゙ｰーﾄﾄﾞ゙ﾀﾀｲｲﾌﾌﾟ゚））

33 タタイイワワ 日日　　本本 ＳＳＲＲＳＳ--ＫＫ（（ＳＳＲＲＳＳのの後後肢肢タタイイププ））

６６．．そそのの他他：：  馬馬場場管管理理委委員員がが肢肢蹄蹄保保護護ののたためめややむむをを得得なないいとと認認めめたた蹄蹄鉄鉄。。

　　※※蹄蹄鉄鉄ににつついいててのの問問いい合合せせ先先　　

　　    　　　　愛愛知知県県競競馬馬組組合合  業業務務・・指指導導課課（（馬馬診診療療所所））　　00556677--6699--77229900
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別
表
２
　
　
競
走
用
馬
装
具
の
許
可
一
覧
表

令
和
5
年
4
月
1
日
現
在

１
．
下
記
の
使
用
を
認
め
る
も
の
以
外
の
馬
装
具
を
使
用
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
馬
場
管
理
委
員
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
．
使
用
を
禁
止
す
る
も
の
は
以
下
の
基
準
に
よ
る
。

　
（
１
）
そ
の
使
用
に
よ
り
、
当
該
馬
に
著
し
く
苦
痛
を
与
え
る
と
思
わ
れ
る
も
の
。

　
（
２
）
そ
の
使
用
に
よ
り
、
競
走
の
た
め
の
運
動
を
著
し
く
阻
害
す
る
と
思
わ
れ
る
も
の
。

　
（
３
）
そ
の
使
用
に
よ
り
、
制
御
力
が
強
く
、
公
正
を
害
す
る
と
思
わ
れ
る
も
の
。

　
（
４
）
そ
の
使
用
に
よ
り
、
他
馬
等
に
危
険
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
も
の
。

*
　
使
用
を
認
め
る
馬
装
具
で
あ
っ
て
も
、
競
走
等
に
お
い
て
競
走
能
力
に
影
響
が
あ
れ
ば
制
裁
の
対
象
と
な
る
の
で
、
使
用
に
あ
た
っ
て
は
注
意
す
る
こ
と
。

馬
装
具

通
常
使
用
を
認
め
る
も
の

発
走
地
点
ま
で
使
用
を
認
め
る
も
の

使
用
を
禁
止
す
る
も
の

鞍鞍
とと
そそ
のの
付付
属属
品品

鞍
競
走
鞍

腹
帯
・
鐙
革
・
鐙

特
に
規
定
な
し

鞍
下
ゼ
ッ
ケ
ン

特
に
規
定
な
し

鞍
ど
め
と
胸
が
い

特
に
規
定
な
し

頭頭
絡絡
とと
そそ
のの
付付
属属
品品

頭
絡
　

水
勒
頭
絡
（
項
革
・
額
革
・
頬
革
・
咽
革
）

鼻
革

カ
プ
ソ
ン
・
ド
ロ
ッ
プ
（
ド
イ
ツ
）
・
コ
ン
ビ
・
ク
ロ
ス
・
キ
ネ
ト
ン
（
注
・
笠
松
禁

止
）

手
綱

特
に
規
定
な
し
　
(競
走
用
・
テ
ィ
ー
デ
ィ
マ
ン
)

複
数
の
使
用

そ
の
他

は
み
吊
り
、
頬
あ
て
（
ピ
ッ
ト
ガ
ー
ド
・
イ
タ
イ
タ
）
、
舌
し
ば
り
、
シ
ャ
ド
ー

ロ
ー
ル
、
チ
ー
ク
ピ
ー
シ
ー
ズ
、
ホ
ラ
イ
ゾ
ネ
ッ
ト

鼻
し
ば
り
・
リ
ッ
プ
チ
ェ
ー
ン
・
リ
ッ
プ
ネ
ッ
ト
・
ハ
ー
ト
ば

み
・
二
重
メ
ン
コ
（
頭
絡
の
外
側
に
つ
け
た
覆
面
）

はは
みみ

水
勒
は
み

大
勒
は
み
、
ペ
ラ
ム
は
み

は
み
身
の
形
状

通
常
の
中
折
れ
は
み
・
棒
は
み
・
板
は
み
、
ス
リ
ー
ボ
ー
ル
ネ
ッ
ク
は
み

（
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ォ
ー
ド
は
み
）
、
片
ね
じ
り
は
み
、
テ
コ
は
み
（
通
称
）

両
ね
じ
り
は
み
、
ノ
ー
ト
ン
は
み

は
み
身
の
材
質

通
常
の
金
属
、
ゴ
ム

は
み
環
の
形
状

通
常
の
輪
状
、
Ｄ
は
み
、
エ
ッ
グ
は
み
、
枝
は
み

そ
の
他

リ
ン
グ
は
み
、
ス
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
マ
ウ
ス
は
み
、
ト
ラ
イ
ア
は
み
、
ジ
ェ
ー
ン
は

み
、
タ
ー
ン
プ
レ
ー
ト
は
み
、
ビ
リ
ー
ビ
ッ
ド

ハ
ッ
ク
モ
ア
、
グ
ル
メ
ッ
ト

特特
殊殊
馬馬
装装
具具

マ
ル
タ
ン
ガ
ー
ル
等

ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
、
ビ
ブ
（
ソ
リ
ッ
ド
）
、
ジ
ャ
ー
マ
ン
、
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
、
折
り
返
し
手
綱

シ
ャ
ン
ポ
ン

遮
眼
帯
（
ブ
リ
ン
カ
ー
）
遮
眼
帯
の
大
き
さ
は
全
視
野
の
お
お
む
ね
1
/
2
以
内

*
　
覆
面
（
通
称
「
メ
ン
コ
」
）
の
装
着
は
頭
絡
の
下
に
つ
け
る
こ
と
。

*
　
透
明
な
プ
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
製
の
も
の
で
も
、
前
方
を
覆
う
も
の
や
全
視
野
の
1
/
2
を
こ
え
る
ブ
リ
ン
カ
ー
は
認
め
な
い
。

付付
記記

*
　
マ
ル
タ
ン
ス
ト
ッ
パ
ー
に
つ
い
て
、
手
綱
側
に
装
着
し
マ
ル
タ
ン
ガ
ー
ル
の
動
き
を
制
す
る
使
用
は
認
め
な
い
。

*
　
片
眼
の
み
の
ブ
リ
ン
カ
ー
使
用
は
認
め
る
。

*
　
眼
病
予
防
の
た
め
の
ア
イ
シ
ー
ル
ド
、
透
明
半
頭
面
の
着
用
は
病
状
の
あ
る
片
側
の
み
の
使
用
を
認
め
る
。
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